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研究成果の概要（和文）：広汎性発達障害（しょうがい）をはじめとする様々な障害レベルにある、いわゆる自
閉症スペクトラムを有する未成年児を対象に、メールやブログ、SNS（ソーシャルネットワーキングシステム）
といった電子的コミュニケーション手段に対するリテラシを障害レベルに応じて適切に教育し、また、実践を支
援・補完する専用SNSプラットフォームを試作し、模擬的な療育プログラムの思考を通じて評価した結果、発達
障害児の療育と社会参画支援のためのSNSプラットフォームが有するべき具体的機能要件および非機能要件をあ
きらかにした

研究成果の概要（英文）：Targeting children with autism spectrum disorders, including pervasive 
developmental disorders, a prototype of the ICT literacy education platform of social networking 
system is developed. The system's features include typical SNS functions such as e-mailing, blogs, 
and BBS. Proper education on such electronic communication, according to each individual's disorder 
level, is essentially important to support his/her life in e-society. The prototype is applied to 
the  simulated nursing program practice. Its evaluation results are utilized to reveal the concrete 
requirements of the SNS platform to support developmental disabilities intervention.

研究分野： ソフトウェア工学・教育
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
 

広汎性発達障害をはじめとするいわゆる
自閉症スペクトラムを有する発達障害をも
つ児童（以下、自閉症児）の数は年々増加し
ており、米国 CDC による 2014 年の調査①で
は 2004年生まれの児童のうち 68人に 1人が
自閉症児と診断されている。自閉症児に対す
る発達支援や自立支援は、今日きわめて重要
な課題であり、医療／福祉の分野においては、
すでに、様々なアプローチにより原因の探求
や支援の策定がなされているが、いまだにそ
の原因は不明であり、系統的な支援も確立さ
れていない。 
情報科学分野においては、脳科学的・認知

科学的研究による根源的な要因の探求や支
援策の検討が行われている。これらの研究が
極めて重要なことは自明であるが、一方で、
幼児期から児童、青年期を経て、成人へと成
長する過程にある発達障害児に対する直接
的な教育と自立のための支援技術の充実も
また、喫緊の課題である。 
自閉症児に対する発達支援に ICT（情報通

信技術）を活用することは、特に、コミュニ
ケーション支援技術を中心として極めて有
望視されており、近年は発達障害児に対する
AT(支援技術)としての ICT 活用について学
校教材としての視点で数多くの取り組みが
行われてきている②。たとえば、Tanaka らは、
スマートフォンやタブレットのアプリ等を
用いて、発達障害児に基本的な感情理解や感
情表現といったコミュニケーションの学習
支援を行う試み③を行なっているが、基本的
に、意思疎通そのものが困難な自閉症児を想
定している。 
一方で、発話行為そのものには支障がない

にもかかわらず直接の対人会話が苦手であ
ったり、ニュアンスや雰囲気を察知すること
が苦手であったりするような当事者にとっ
ては、表現の仕方や対話内容そのものに対す
るアドバイスを提供するなどといった、異な
るレベルでの支援が求められる。自閉症スペ
クトラムにおける障害は様々な種類と程度
を持つため、平板な支援システムではなく、
個人の障害レベルに応じた柔軟な支援環境
が必要となる。 
また、ICT を用いた非対面コミュニケーシ

ョンは、支援技術にとどまらず、当事者の生
活の少なからざる部分を占める傾向にある。
おおまかな傾向として、自閉症スペクトラム
を有する発達障害者の多くは、直接の対人コ
ミュニケーションを苦手とする一方で、ICT
に対する拒否反応は比較的少なく、むしろ、
コンピュータやゲーム・動画には強く興味を
示す傾向にある、また、インターネットやス
マートフォンの普及に伴い、ネット上でのコ
ミュニケーションの敷居は極めて低くなっ
ており、当事者の自己表現手段としても非常
に有望であると考えられる。 
しかし、何らの事前教育や防護策もとるこ

となく自閉症児を直接「インターネット」に
さらす事は、プライバシーの漏洩、いやがら
せや差別・諍いの誘発、有害コンテンツへの
アクセス、詐欺被害、といった様々なリスク
があり、大変危険であることは容易に予測可
能である。つまり、自閉症児に ICT を活用さ
せるに当たっては、広汎な障害レベルに合わ
せた慎重なリテラシ教育が必要といえる。こ
のような問題に対処する一つの有望な手段
が、発達障害児の IT リテラシ療育に特化し
たSNSプラットフォームを開発することであ
る。 
 
２．研究の目的 

 
本研究では、広汎性発達障害（しょうがい）

をはじめとする様々な障害レベルにある、い
わゆる自閉症スペクトラムを有する未成年
児を対象に、メールやブログ、SNS（ソーシ
ャルネットワーキングシステム）といった電
子的コミュニケーション手段に対するリテ
ラシを障害のタイプに応じて適切に教育し、
また、実践を支援・補完する専用 SNS プラ
ットフォームを試作することと、この試作を
通じて、発達障害児の療育と社会参画支援の
ための SNS プラットフォームが有するべき
具体的機能要件、および、非機能要件をあき
らかにすることを目的とする。 

 
３．研究の方法 
 
本研究では障害レベルに応じて適切に教

育・形成し、支援・補完するために専用の SNS
プラットフォームを開発（試作）し、試作し
たプロトタイプを用いた評価実験を行なっ
た。その後、試作と実験を通じて、障害児教
育のためのSNSプラットフォームが有するべ
き具体的機能要件および非機能要件を整理
する（図 1）。 
 

 
図 1.研究手順 

 

以下各ステップについて詳述する。 
 
（1）SNS システムの試作 
 
まず既存の SNS プラットフォーム・ブログシ
ステムを用いてクローズドな（一般のインタ
ーネットからは完全に隔離された）システム
を構築した。システムの基盤には PHP 言語で
記述されたコンテンツマネジメントシステ
ム Drupal[4]（バージョン 7）を選択した。 
システムの概要を図 2に示す。 



 

図 2．SNS プラットフォームのイメージ図 
 

（2）プロトタイプを用いた評価実験 
 
奈良県内の小中学校の特別支援級に通う児
童とその保護者から 4 組程度協力者を募り、
プロトタイプのための実験を行う。システム
利用の動機付けとして「Lego マインドストー
ム NXT」を教材としたロボット工作教室を企
画し、ブログ作成機能やメッセージ機能を用
いて報告や感想などを記入することで、イン
ストラクターや保護者、あるいは、他の児童
とのやりとりを行なわせる。 
 
（3）事後評価に基づいた要件の再整理 
 
ロボット工作教室実施後に、受講した児童、
保護者、インストラクターらからのヒアリン
グを中心とした事後評価により、システムの
有効性や不足する機能等について検討する 
 
４．研究成果 
 
（1）システム制作 
 
制作の基盤となる CMS（コンテンツマネジメ
ントシステム）の選択にあたっては、OpenPNE
等、複数の既存システムについて比較検討を
行い、本試作での基盤として最も適するもの
として Drupal を選択した。理由は下記のと
おりである。 
・ オープンソースソフトウェアとしてソー

スコードが全て公開されており、無償で研
究に利用可能である 

・ Apache（WWW サーバ）、PHP（スクリプト言
語）、MySQL（RDB サーバ）といった、業界
標準的な基盤システム上で動作させるこ
とができる 

・ 一定の規模をもつコミュニティによりプ
ロジェクトが維持され、継続的に開発が行
なわれている。特に、セキュリティパッチ
等のリリース頻度も高い、良好な保守体制
が維持されている 

・ システムコアとモジュールとの分離が明
確になされており、機能やルック・アン
ド・フィールの追加やカスタマイズが容易
である 

・ 多人数でのコンテンツ作成を前提とした
システム設計がなされており、ユーザ権限
の制御や役割の作成などが容易である 

・ リッチテキストエディタなどのライブラ
リに対応しており、コンピュータの操作に
不得手なユーザでも、容易にブログ（Web
上での日記）の作成ができる 

・ サイト内コミュニティを柔軟に作成する
ことができ、容易に管理運用することので
きるモジュール（Organic Groups モジュ
ール）が存在する 

・ マルチメディアを扱う機能モジュールの
インストール・利用が容易である 

・ 筆者らが 5年以上にわたって、講義・遠州
支援システムとして運用やカスタマイゼ
ーションを行なってきた知見がある 

 
最終的にシステム構築で用いた環境は下

記の通りである。 
 

・ OS：FreeBSD 9.X～10.X 
・ WWW サーバ：Apache2.2～2.4 
・ RDB サーバ：MySQL5.5～5.7 
・ スクリプト言語：PHP5.3～7.1 
・ CMS: Drupal Core 7.X （随時最新版に

更新） 
 
Drupal のコアのみで利用可能な機能のうち
主要なものは下記の通りである。 
 
・ ユーザの登録・管理 
・ 登録ユーザとのメールのやりとり 
・ 簡易掲示板（フォーラム、コンテンツへ

のコメント） 
・ ブログ等の Web 文書作成 
・ 役割定義による権限管理 
 
また、追加で導入した機能モジュールを表 1
に、外部ライブラリを表 2に示す。 
 

表 1：試作で導入した主要モジュール 
Chaos Tools ユーティリティモジュー

ル 
Organic Groups サイト内グループの作成

管理 
Libraries 外部ライブラリの利用 
Content Access サイト内コンテンツへの

詳細なアクセス権限管理 
WebForm アンケート等のフォーム

作成・集計 
IMCE 様々なファイルのアップ

ロード 
Views/Views UI 画面表示カスタマイズ 
Video/Video UI 動画の登録・利用 

 
表 2：外部ライブラリ一覧 

FlowPlayer 動画再生 
CKEditor リッチテキストエディタ 
 
（2）システム評価 
 
研究期間中はインターネットに開かれた

形での SNS 運営は行わず、大学内のクローズ



ドな環境下で運用し、評価を行なった。シス
テムの利用者にはセキュリティソフトウェ
アをインストールした PC やタブレット端末
等を貸与して実験を行なった。 
近隣の小中学校の特別支援級に通う児童

とその保護者から4組程度を目標に協力者を
募ったが、最終的に自閉症児 2名（小学 5年
生 1，中学生 2 年生 1）と保護者 2 組の協力
が得られ、そのうちの 1組と兄弟姉妹関係に
ある通常学級の小学 5年生 1名を被験者とし
て、プロトタイプを利用したのための実験を
行った。システムの評価実験は大学内で実施
し、必要に応じて携帯情報端末（ノート PC
やタブレット）を貸与した。保護者は被験者
とは別の保護者専用アカウントによりSNSに
アクセスすることで、被験者の動向を見守る
と共に、メッセージをやりとり可能とした。
システム運用時の画面の一部を図 3 に示す。 
実験中、および実験後には適宜インタビュ

ーを行い、実験から得られる知見（研究者ら
の観測による知見や、保護者や被験者らから
得られたフィードバック）等に基づき、SNS
に対する要件獲得を継続的に実施した。 
 

 

図 3.プロトタイプ利用時の画面（一部） 

 

（3）評価内容に基づく要件の再整理 
 
① 利用シナリオ（ロードマップ） 
 
本 SNSプラットフォームの運用で想定する

ICT スキル指導のロードマップを下記に示す 
 
段階 1：当事者およびメンターによる利用 
・ 予め用意したコンテンツ（絵本等読み物、

お絵かきアプリ・ゲーム等）の閲覧利用 
・ 親子間でのメール（SNS メッセージ）のや

りとり 
・ 絵日記（ブログ）の作成と保護者とのコメ

ントのやりとりを行えるようにする。 
 
段階 2：療育プログラムへの参加 
・ グループに登録してマネージャの指示に

従ってコンテンツ（作業報告など）を登録 
・ 他の参加者のコンテンツの閲覧 
・ 自己コンテンツに対するマネージャから

の指導コメントの閲覧 
・ グループでの参加が困難な場合には、マネ

ージャと当事者・メンターとの個別指導形
態での実施も可能 

 
段階 3：ユーザ間での対話 
・ コンテンツへのコメントを通じて他の当

事者とやりとりを行なう 
・ 当事者同士で対話/連携してタスク（制作

など）を実現する 
・ グループ内フォーラムでの複数の当事者

同士で特定の話題について議論する（マネ
ージャはモデレータを演じる） 

 
② 機能および非機能要件の再整理結果 
 
・ ユーザ管理機能 
- ユーザには基本的な役割として、当事者
（自閉症児）、メンター（一般には保護者）、
マネージャ（一般には療育支援者）の 3
つの役割が必要である。 

- 当事者とメンターは必ずペアでユーザ登
録される 

- メンターには連携する当事者の入力した
コンテンツに対する参照・更新などのサポ
ート権限が付与される 
 当事者が作成するコンテンツやコメン

ト書き込みはメンターのレビュー・承
認後にサイトに掲示される 

 当事者が送信するサイト内メッセージ
はメンターのレビュー・承認後に宛先
ユーザに伝達される 

・ グループ管理機能 
- グループは特定の療育プログラムなど得
的の目的に応じて作成される 

- グループには複数のマネージャをグルー
プの管理人として登録できる 

- グループには当事者とメンターのペアを
複数参加させることが出来る 

・ ユーザコンテンツの作成 
- コンテンツは静止画や動画などを配置可
能な日記（ブログ）を基本構成要素とする 

- 本文作成には Web ブラウザから利用可能
なリッチテキストエディタにより様々な
文字修飾や絵文字が入力可能である 

- ビットマップイメージやビデオクリップ
が本文中に挿入できる（ユーザの利用ハー
ドルを下げるため、絵日記、ビデオ日記等、
個別に種類を用意する） 

- 各日記には、感想（コメント）を附加でき
る。コメントの附加権限はデフォルトがメ
ンターのみであり、マネージャや他の当事
者等の権限はメンターが手動で変更可能 

- コメントにも文字修飾、画像などが添付可
能 

・ グループコンテンツの作成 
- グループは特定の療育プログラムなど得
的の目的に応じて作成される 

- グループには複数のマネージャをグルー
プの管理人として登録できる 



- グループには当事者（とメンターのペア）
を複数参加させることが出来る 

- グループにはグループ内でクローズドな
フォーラム（掲示板）を複数設置できる 

- グループには療育等で用いる教材などの
共有ドキュメントを日記等の形式で複数
設置出来る 

- グループ管理者はフォーラムや共有ドキ
ュメントの設置・撤去・閲覧/書き込み権
限の設定ができる 

 
以上の要件は、インターネット上で公開され
た SNS の利用をクローズドな環境において、
疑似的に体験させるものである。今後の課題
としては上記要件に加えて、実サービスへの
橋渡しが考えられるが、そのためには様々な
安全措置を講じる必要があろう。 
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